
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！

須佐之男命
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫

・・・
・・・
・・・
・・・

上 駄  智 明
森 本  健 二
平 岡  秀 典
早 田  紫 音

大 蛇
大 蛇
大 蛇
大 蛇

・・・
・・・
・・・
・・・

山 本  啓 太
工 藤  翔 太
中 村  太 智
大 町  美 咲

大 蛇
大 蛇
大 蛇
大 蛇

・・・
・・・
・・・
・・・

坂 本  沙 弥
岸 岡  健 吾
坂 本  紘 秋
東  智 久

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

岡 﨑  雅 也
坂 本  葵
坂 本  玲 凰
東  弥 洸

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大蛇
に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫（く
しいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通りかか
り、その訳を聞きます。
　命は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これを
待ち構えていた命は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

演目が変更になっております。
あらかじめご了承ください。

・・・
・・・
・・・

茨木童子化身
茨 木 童子
酒 呑 童子

岸 岡  健 吾
坂 本  紘 秋
岡 崎  雅 也

・・・
・・・
・・・

渡 辺 綱
坂田 金 時
傘売り善兵衛

山 本  啓 太
早 田  紫 音
上 駄  智 明

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

平 岡  秀 典
坂 本  葵
坂 本  沙 弥
大 町  美 咲

　大江山に棲む酒呑童子の手下・茨木童子は夜毎、都人に化相して京の都は戻り橋あたりに出没して都民たちに災いをかけてい
るため、源頼光に仕える四天王の一人、渡辺綱が主命を受けて征伐に向かいます。
　茨木童子は老女に化相し通りかかった傘売りの善兵衛を取り食らい、渡辺綱と茨木童子の合戦が始まるりますが、そこに現れ
た酒呑童子の妖術にかかり綱は倒れてしまいます。
　そこへ岩清水の神の御幣を持った坂田金時が加勢し、妖術を解かれた渡辺綱は再度合戦の末、茨木童子の左の腕を切り落とし
ましたが、酒呑童子の虚空飛天の妖術で逃げられてしまうという物語です。

第一幕『戻り橋』（もどりばし）

亀山神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
亀山神楽団は昭和47年亀山地区において数名の神楽経験者により結成され、亀山神楽同好会として発足しました。昭和61年
名称を亀山神楽団と改め、現在20数名で活動しております。主な活動は地域の四季の祭りへの奉納神楽、各種イベントへの
出演、福祉施設の慰問等です。これからも地域の行事に積極的に参加し、神楽を愛し、舞えることを喜び、伝統芸能の継承保
存につとめ、地域の皆さんに愛される神楽団を目指し、団員一同精進してまいりたいと思います。今後とも温かいご声援とご
支援をよろしくお願い申し上げます。

かめやまかぐらだん


